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 Kolmogorovによる一様等方性乱流の統計理論の仮定の一つとして，非圧縮・

粘性流れの非粘性極限において，エネルギー散逸率がゼロではない正定数に収

束するというものがある（Kolmogorov予想）．一方，単純な非粘性極限として

得られるオイラー方程式の滑らかな（微分可能な）解はエネルギーを保存する

ため，Kolmogorov予想を実現する極限解としては滑らかでない解（弱解）の存

在が予想される．これに対してOnsagerはオイラー方程式の弱解でエネルギーが

保存しなくなるような流れの連続性が1/3の指数を持つヘルダー連続程度であ

ると予想した（Onsager予想）．ここ数年，流体方程式の数学研究において，こ

のOnsager予想を満たす1/3ヘルダー連続性を持つ(弱)解の存在が示され，その

解と乱流の関係が指摘されている．しかしながら，こうした解の集合が見せる

統計性質と乱流統計の間に関係や散逸的な弱解の具体的な挙動などについては

数学的に未知な部分が多い．こうした数学研究の流れの中で講演者らが行って

いる最近の研究を二つ紹介する	
 	
 

	
 一つは明治大学名和教授と京都大学松本助教との共同研究である．我々は三

次元乱流を記述する流体方程式のことを一旦忘れて，「一様等方乱流を構成す

るサンプル流れ場とは何か？」という基本的な視点に立ち返り，乱流ベクトル

場の確率過程論的な取り扱い，これまでの数学的結果を再構成する試みを行っ

た．その一つ帰結としてKolmogorov予想およびOnsager予想の関係，またオイラ

ー方程式の散逸的弱解と外力付きナヴィエストークス方程式の非粘性極限解の

関係が見えつつある．	
 

	
 もう一つは，二次元乱流の非粘性極限におけるエンストロフィーの特異散逸

を起こす物理的メカニズムの理解のため，京都大学	
 後藤田氏との共同研究によ

り，点渦（渦度がδ関数で与えられる）が衝突することにより滑らかでない非

粘性・非圧縮流れであっても，エンストロフィーが特異散逸し，時間可逆な保

存系において散逸的構造が生じることを数学的に示した．	
 


